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甲

クローン病（CD）治療におけるウステキヌマブ（UST）と抗腫瘍壊死因子（TNF）α抗体の作用機序の
違いを明らかにするために、活動期CD患者の末梢血単核球でTh分化の割合をフローサイトメトリーで
解析し、また大腸粘膜で網羅的な遺伝子発現変化を解析した。結果、USTは末梢血でTh17細胞への分化
を抑制し、大腸粘膜組織でもTh17細胞に関わる遺伝子発現のダウンレギュレーションを認めたが、抗
TNFα抗体では認めなかった。また、USTと抗TNFα抗体投与前後の遺伝子発現変化は明らかに異なって
いた。以上の結果より、UST投与によるTh17分化の抑制が、CDに対する抗炎症作用と関連していること
が示された。また、両者の作用機序は明確に異なり、治療抵抗例や効果減弱例で、お互いの薬剤ス
イッチが有効である可能性が示唆された。

氏　名： 井原　勇太郎

論　文　内　容　の　要　旨

Ustekinumab Improves Active Crohn’s Disease by Suppressing the T Helper 17
Pathway

論文名：

（ウステキヌマブはTh17経路の抑制により活動期クローン病を改善する）
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